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近年、芸術分野だけでなく、ビジネスやスポーツなど様々な分野でクリエイティビティ

の重要性が言われている。行動分析学においても問題解決やクリエイティビティの研究が

行われており、それらの多くは分化強化手続きによって行動のレパートリーを増加させる

ことが主な手法である。そのような手続きの中で新しい行動（反応）パターンの生起につ

いての現象を扱ったり、あるいはそれを統制し、「クリエイティビティ」を生む基礎的な行

動プロセスを検討するために「行動変動性(behavioral variability)」という枠組みを挙

げることができる。しかしながら、行動レパートリーの増加が問題解決を促すという先行

研究では、問題解決に必要な行動レパートリーのみをシェイピングしているが、行動変動

性は行動のばらつきをもたせるものであり、両者のレパートリーの増加方法は大きく異な

っている。そのため、行動変動性の場合どのような環境下で手続きが行われなければなら

ないのかを検討する必要がある。本研究では「問題」とは機能と制約がある状態とし、「問

題解決」とは制約をクリアし、必要となる機能を満たした状態と定義した。そして「クリ

エイティビティ」を制約をクリアし、機能を満たした問題解決の方法のバリエーションの

豊富さと定義した。そして本研究の目的は以下の 4 つであった。（ 1）どのような状況下で
変動性をもたせるとよいのか、（ 2）行動レパートリーを増加させるために自発した行動に
対して分化強化手続きを行う群（自由群）と、その群が作ったもののモデルを見て同じも

のを作り、分化強化手続きを行った群（モデル群）との場合、問題解決にどのような違い

があるのか、（ 3）行動の変動性を増加させた状況下、そして自発した行動によって行動レ
パートリーが増加した群とモデルを見て同じものを作って分化強化をされた群では、クリ

エイティビティについてどのように異なるのか、（ 4）問題解決、そして高次の思考形式と
いわれているクリエイティビティが行動変動性の手続きによって促されるのか、という 4
つであった。  
結果として、（ 1）問題を解決するためには、実際の問題場面と同じような機能を満たし、

難易度の低い制約をクリアする環境下でレパートリーを増加させることが必要であるとい

うこと、また（ 2）自由群、モデル群との間で問題解決に差はほぼなかった。さらに（ 3）
機能と制約を含んだ状況下で変動性を持たせた群と、含んでいない群とではクリエイティ

ビティにおいても差が見られたが、自由群、モデル群との間では大きな差が見られなかっ

た。（ 4）問題解決や高次の思考形式とされるクリエイティビティでは行動変動性の手続き
によって効果が見られた。  
問題解決やクリエイティビティには問題解決と同じ機能を含む環境下で行動レパートリ

ーを増加させることがじゅうようであり、スポーツなど様々な分野で活かすことができる

だろう。 


